
 

  

 

市政報告 ＮＯ１２６  

ふもと理恵事務所 
横浜市泉区中田東 3-15-9 

TEL・FAX 045-801-8739 

E‐Mail：info@fumotorie.com 

http://fumotorie.com 

 

第二回市会定例会から、こども青少年・教育委員会委員長を務めることとなりました。 

子ども・青少年や子育てを取り巻く状況を少しでも改善していこうと、横浜市は「第 2期子ども・子

育て支援事業計画」を策定して、子ども・青少年施策に関する基本理念や各施策の目標・方向性など

を定め、切れ目のない総合的な支援を進めています。それでも出生数は減少傾向、合計特殊出生率

は全国よりも低い水準で推移しており、少子化は進行中です。 

令和 4年度の予算の考え方に、「子育て世代に優しく、次の世代を育んでいく」、という視点を大切

に、子ども・子育て支援や教育環境を充実させていくという市長の思いがあります。待機児童対策

や、小児医療費助成制度や出産育児一時金などの支援策、児童虐待対応、GIGAスクール構想の推

進、中学校給食の全員喫食、不登校支援、ヤングケアラー対策など、様々な課題を認識し、議論を深

め提言につなげてまいります。 

また、国においては来年度から「こども・家庭庁」が発足します。子 

どもの権利に特化して政策をすすめる省庁ができ自治体にとっては頼 

もしく感じるところですが、「予算や人材が全然足りない。単に組織を 

作ったからといって大きく変わるわけではないので、もっとしっかり 

した体制を作ってほしい。予算の倍増やこども政策にかかわる人材育 

成に速やかに取り組むべき」という、明石市長 泉房穂氏の指摘はそ 

の通りです。 

 

 

参議院選挙 立憲民主党 が 5議席目を獲得

 

 

ご支援いただき 

ありがとうございました。 
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横浜市会議員          プロフィール 

（泉区） 

31年間の小学校教職員を経て、横浜市議に。 
２０１０年初当選（現在４期目） 
 
【2021年度】 
常任委員会：こども青少年・教育委員会 委員長 
特別委員会：郊外部再生・活性化特別委員会 
会   派：副 団 長 
そ の 他：横浜市都市計画審議会委員  

お気軽にご相談ください。 

地域の声が活動の源です!! 

教職の道に進む学生・社会人は年々減少しています。 

まず、採用試験を受ける人が減少しています。それにより採用倍率の低下は深刻です。「組織で

人材の質を維持するのに必要とされる倍率は 3倍とされ、2倍を下回る自治体では、危険水域ど

ころか警報レベルです。 

横浜市の昨年度（令和３年度実施試験）の倍率は、全体で約 1.5倍でした。校種別で見ると、小

学校約 1.3倍、中学校・高等学校約 1.8倍、特別支援学校約 1.2倍、養護教諭約 2.8倍、高等学

校（商業）約 1.3倍でした。 

長時間労働による教師の過労死、モンスターペアレントや学級崩壊に悩み 

疲弊していく教師たちが SNSで声を上げたり……。そういった情報が人々 

の目に触れやすくなったことで、「学校＝ブラックな職場」というイメージが 

出来上がってしまいました。 

ふもとの質問 

横浜市では市内全体で見ると、欠員はあるものの、一定の教員数は確保している。しかし、学校現場から

は「教員が足りない！」という声が聞こえる。 

公表された数字と現場の感覚にはずれがあるように思う。学校現場における教員不足の実情をどのように捉

えているのか教育長に伺う。 

 

教育長の答弁 

子育てや介護等の配慮など、多様な働き方が求められていることに加えて、学校と事務局がともに年度途

中の産育休や退職等により随時変動する欠員対応に追われている。そうした実態も教員不足と感じられる

一因ではないかと考える。教員が 1人でも欠けることの影響は大きいと承知しているので、必要な人材の確保

を引き続き進めていく。 

 

ふもとの考え 

学校現場で教師が職務職責を果たせるよう、年間を通しての状況を把握して、現

場の声を受け止めていただきたい。 

教師になりたいという夢をもつ人は少なくない。横浜での教員の働き方改革を先進

的にすすめている学校の情報を共有し、働き方改革を一層進めたい。 
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